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１、概要 

期間 2015 年 8月 14日～2015年 11月 12 日 

派遣先 スイス連邦工科大学ローザンヌ校（EPFL） 

指導教員 Prof. Henrik M. Rønnow 

研究課題 マルチフェロイック物質 Ba2MnGe2O7の極低温磁化と電気磁気感受率測定 

 

２、研究内容 

 受け入れ先の H. M. Rønnow教授の量子磁性研究室（LQM）では主にスピン系の量子

現象を極低温磁化測定や中性子散乱実験などといった手法を用いて研究している。

Rønnow 教授は昨年東京大学物性研究所に客員教授として滞在しておられ、その際に私

の研究室と共同研究をしたことがきっかけとなり、この派遣が実現した。以下に研究内

容を示す。 

マルチフェロイック物質における磁性と誘電性の交差相関は、省電力な新規デバイス

などといった応用が期待されていることから、ここ十数年盛んに研究されている。今回

私は、マルチフェロイック物質である Ba2MnGe2O7 について研究を行った。これまで、

本物質では高磁場下における研究などが行われたが、低磁場下における磁性については

注目されていなかった。低磁場では磁場のエネルギーが小さく通常の温度領域では温度

効果を無視できない。そこで、LQM にある希釈冷凍機を使って極低温交流磁化測定を

行った。一方で、本物質はマルチフェロイック物質として磁場に対する電気分極の応答

については調べられてきたが、その逆の電場に対する磁化の応答については全くわかっ

ていない。これについて LQM にある電気磁気感受率測定の装置を使って、この物質の

電場に対する磁化の応答について調べた。電気磁気感受率測定は物質に交流電場を印加

してその磁化を SQUID 磁束計によって測定する手法である。 

極低温における交流磁化測定ではいくつかのトラブルに見舞われ、滞在中には良い結

果を得ることができなかった。しかし、測定の準備段階でこれまで知られていなかった

現象を発見した。この現象について Rønnow教授を始め研究室の人たちと何度も議論し

検証を繰り返し、帰国後に改めて再実験を行い詳細に調べることが決まった。電気磁気

感受率測定については磁場や温度を変化させながら測定を行ったところ、いくつかの特



徴的な振る舞いを観測した。今後得られた結

果を更に詳しく解析することによって、この

物質における磁性と誘電性の交差相関につ

いて明らかにし共著論文としてまとめる予

定である。 

 

３、滞在中の生活 

滞在先のスイス連邦工科大学ローザンヌ

校（EPFL）はチューリヒの ETHと並んで米

英の英語圏を除いた大学の中ではトップク

ラスの大学である。大学は建物が新しいこと

もあり非常にモダンな雰囲気だった。EPFL

では大学院生や研究者の多くがスイス以外

の国の出身で、LQMの中だけでもイギリス、

インド、クロアチア、中国、韓国といったよ

うに非常に多様性に富んでいた。休憩時間にそれぞれの国で話題になっていることを話

し、日本では知ることができないことを知れて非常に勉強になった。もっとも印象的だ

ったのが実験データについて議論する時間だ。始めは 2，3 人で問題点や解決策を議論

するのだが、次第に直接関係しない人も加わっていき、いろんな人からの意見を取り入

れる文化なのだと実感した。また、日本との比較で感じたのは平日と休日のメリハリだ

ろうか。多くの人が休日にどこかに出かけ、週明けの月曜日にはそれぞれ休日に何をし

たのかという話題でよく盛り上がった。私自身も触発され、休日は研究室の人に連れら

れてアルプスの山々などへハイキングに行って楽しんだ。 

また、滞在中に欧州中性子科学会にてポスター発表を行った。ヨーロッパの中性子散

乱のコミュニティは日本に比べると規模が大きく、最先端の実験手法やホットトピック

に触れることができ大変勉強になった。発表では同じ物質を研究している研究者と議論

することができて、今後の研究方針について参考になる意見を得られたことは貴重だっ

た。 
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